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「個別受注生産システムの最適2レベル  

設計について」松井正之，宮毅（電気通  

信大学）  

鱗7囲 平成7年11月 30日：28名  

（1）「SCHEDULINGIN ROBOTIC CELLSJ  

NICHOLAS G．HALL（OHIO STATE UNIV）  

（2）「事例に基づくスケジューリング知識  

の獲得とスケジュール最適化への適用」  

宮下和．雄（電子技術総合研究所）  

鏑8囲 平成7年12月 21日：23名  

「生産管理とスケジューリングの関係  

一具体例から－」和田雅宏（エイ。ケイ。  

ケイ）  

飾9囲 一平成8年1月18日：20名  

「アキュムレーションカープモデルを用  

いた多品種生産 スケジュールの立案方  

法」山崎克彦（鐘淵化学工業）  

解乱①固 平成8年3月 28日：26名  

「石油精製業におけるスケジューリング  

問題への適用 一致理計画法によるアプ  

ローチー」草刈君子（富士通），池ノ上  

晋（富士石油）  

餌皿且囲 平成8年4月19日：33名  

「サイクリックスケジューリング問題」  

由良憲二（電気通信大学）  

錯乱2固 平成8年5月 24日：29名  

「アンケートに基づく生産スケジューリ  

ング。ソフトウェアの現状と動向」安田  

一彦（東北大学）  

鋸且忍囲 平成8年6月20日：29名  

「挙例ペース推論によるスケジューリン  

グとその実用化に関する考察」童彦文（神  

且。はじめに   

本研究部会は，日本経営工学会との合同研究部  

会（主査：青山学院大学黒田充）であり、平成  

7年4月より発足、現在（平成10年1月）まで  

に計2 9回の研究会を開催した。C OM  

（ComputerOptimizedManufacturing）とは、全体  

的最適化を指向する新時代の製造業の総合的経  

営概念であり、このコンセプトのもと、製造業の  

さまざまな問題解決のための手法に焦点をあて、  

毎回活発な情報交換を行ってきた。以下に、各回  

の開催日と参加人数、そしてテーマと講師を記す。  

乱 鎗励状況  

鱒且囲 平成7年4月 27日：21名  

「ÅPPLICÅTION OF DYNAMIC SCHEDULING TO  

MANUFÅCTUR川G ÅND OTHER FIELDS」中須  

賀真一（東京大学）  

鮪2囲 平成7年5月 25日：35名  

「COM と生産システムの最適化」黒田充  

（青山学院大学）  

鱒3圃 平成7年6月 22日：22名  

「眼鏡業界のCOM（オンライン受注システ  

ム）」西編剛（HOYÅサービス）  

鱒4囲 平成7年7月 27日：23名  

「大規模建設工程計画における資源山積  

み形状最適化手法」高元政典（日立製作  

所）  

餅5囲 平成7年9月 25日：33名  

「石油精製業における生産計画スケジュ  

ーリングへの線形計画法応用の実際」伊  

倉義郎（SÅ‡TEⅢ），名原和弘（出光興産）  

鏑6囲 平成7年10月17日：15名  
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「遺伝的アルゴリズムとラグランジュ緩  

和法を併用した動的部分探索によるジョ  

ブショ ップスケジューリング問題の解  

法」田村坦之（大阪大学大学院）  

第24回 平成9年7月17日：25名  

「スケジューリング孔明 －－製薬メーカ  

ーへの適用事例疇－」渡辺哲弥（東洋エン  

ジニアリング）  

第25回 平成9年9月19日：11名  

「コンテナターミナルにおけるシフト計  

画」阿瀬始（日本鋼管）  

第26回 平成9年10月 23日：28名  

「三菱自動車の生産管理」亀岡康雄（三  

菱自動車工業）  

第27回 平成9年11月 21日：20名  

「多段工程スケジキーリングに対する汎  

用的アプローチ」浅田克暢（住友金属工  

業）  

第28回 平成9年12月11日：15名  

「ラグランジュ緩和法によるスケジュ 

リング：部品供給に制約のある多品種組  

立てライン」米田清（東芝）  

第29回 平成10年1月13日：29名  

「プロジェクトスケジューリングの新し  

い展開」SALAH E．ELMAGHRABY（NORTH  

CAROLINA STATE UNIV．）  

奈川大学）  

第14回 平成8年7月18日：24名  

「クラスタ平均化法を組み込んだ遺伝的  

アルゴリズムによるジョブショップスケ  

ジューリング問題の解法」平野広美（新  

日鉄情報通信システム）  

第15回 平成8年9月12日：25名  

「ヒューリステイクアルゴリズムとオブ  

ジェクト指向モデルによるラインバラン  

シングシステムの開発事例」寺山洋之，  

林直樹（富士ゼロックス）  

第’16回 平成8年10月17日：32名  

「持ち点方式を用いた自律分散スケジュ  

ーリングの協調方法」大井秀人（京都大  

学大学院）  

第17回 平成8年11月 21日：29名  

「グラフカラーt」ングを用いたスケジュ  

ーリングについて」荒木大（東芝）  

第18回 平成8年12月19日：21名  

「2工程並列機械フローショップにおけ  

る生産計画問題：バッチサイズの決定と  

スケジューリング」今泉浮（早稲田大学）  

第19回 平成9年1月 24日：22名  

「鉄鋼生産管理における大規模一貫計画  

問題の解法」塩田重光（日繊運輸）  

第20回 平成9年3月18日：21名  

「在庫削減と欠品防止両立のための優先  

順平準化発注方式の紹介」光国光七郎（日  

立製作所）  

第21回 平成9年4月18日：16名  

「STOCHASTIC MANAGEMENT ANI）DESIGN OF  

MANUFACTURING SYSTEMS －－ A FRANEWORK」  

松井正之（電気通信大学）  

第22回 平成9年5月 29日：20名  

「大規模スケジューリング問題と拡張ラ  

グランジュ分解」村松健児（東海大学）  

第23回 平成9年6月13日：17名  

3．おわりに   

製造業における管理技術が、その企業の競争優  

位の中心的な要因となりつつある。本研究部会は  

3年間にわたり、そこでのさまざまな問題と解決  

手法について、積極的な議論を行い多くの成果を  

あげた。なお、紙面の都合で、各回の開催内容の  

紹介ができなかったが、本研究部会のホームペー  

ジhttp：〟www．ia．noda．sut．ac．jp／－nishioka／com／に、  

内容に関する詳細の情報がある。そちらの方もぜ  

ひ参照して欲しい。  
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